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４
月
29
日
（
土
）、
第
11
回
と
な
る
教

区
宣
教
司
牧
評
議
会
が
司
教
館
を
会
場
に

開
催
さ
れ
た
。
当
日
は
、
今
春
の
評
議
員

改
選
に
よ
り
新
た
に
任
命
を
受
け
た
各
地

区
の
代
表
評
議
員
、
女
子
奉
献
生
活
者
代

表
他
に
加
え
、
新
潟
教
会
所
属
の
青
年
２

名
が
オ
ブ
ザ
ー
バ
ー
と
し
て
参
加
し
た
。

会
議
は
菊
地
司
教
様
の
講
話
「
新
潟
教
区

の
宣
教
課
題
」
で
始
ま
り
、
午
前
は
３
グ

ル
ー
プ
に
分
か
れ
、
講
話
で
提
示
さ
れ
た

話
し
合
い
の
課
題
「
新
潟
教
区
の
宣
教
と

司
牧
を
今
よ
り
さ
ら
に
推
進
さ
せ
る
た
め

に
は
何
を
し
た
ら
い
い
か
、
何
が
必
要

か
」
に
つ
い
て
意
見
交
換
が
行
わ
れ
た
。

午
後
か
ら
は
各
グ
ル
ー
プ
の
発
表
の
後
、

事
前
に
配
布
さ
れ
て
い
た
昨
年
度
教
区
優

先
課
題
へ
の
取
り
組
み
報
告
書
に
つ
い
て

質
疑
が
行
わ
れ
た
他
、
各
地
区
の
情
報
交

換
が
行
わ
れ
た
。

な
お
、
今
回
の
評
議
会
の
内
容
は
、
後

ほ
ど
報
告
書
に
ま
と
め
ら
れ
、
各
小
教

区
、
修
道
院
に
配
布
さ
れ
る
。

�

（　

）
内
は
こ
れ
ま
で
の
任
務
等

４
月
17
日
付
任
命

《
新
潟
地
区
》

▼�

ホ
セ
・
ル
イ
ス
・
グ
レ
ゴ
リ
オ
・
ロ
レ

ン
ゾ
師　

新
潟
教
会
協
力
（
長
岡
教
会

協
力
）
＝
神
言
修
道
会

《
新
発
田
地
区
》

▼�

エ
デ
ル
ベ
ル
ト
ゥ
ス
・
ナ
ジ
師　

見
附

教
会
・
栃
尾
教
会
小
教
区
管
理
者
（
見

附
教
会
・
栃
尾
教
会
助
任
）
＝
神
言
修

道
会

《
長
岡
教
区
》

▼�

田
中
丈
夫
師　

長
岡
教
会
協
力
（
仙
台

教
区
第
三
地
区
担
当
）
＝
仙
台
教
区

▼�

伊
能
哲
大
師　

高
田
教
会
・
直
江
津
教

会
・
糸
魚
川
教
会
主
任
（
高
田
教
会
・

直
江
津
教
会
・
糸
魚
川
教
会
協
力
）
＝

フ
ラ
ン
シ
ス
コ
会

▼�

南
雲
正
晴
師　

高
田
教
会
・
直
江
津
教

会
・
糸
魚
川
教
会
協
力
（
六
本
木
修
道

院
）
＝
フ
ラ
ン
シ
ス
コ
会

《
秋
田
教
区
》

▼�

永
山　

誠
師　

秋
田
教
会
主
任
（
神
言

修
道
会
日
本
管
区
セ
ン
タ
ー
）
＝
神
言

修
道
会

▼�

ロ
ベ
ル
ト
・
タ
ン
グ
キ
ラ
ン
・
ソ
リ
ス

師　

秋
田
教
会
主
任
（
日
本
語
研
修
）

＝
神
言
修
道
会

《
教
区
外
へ
の
転
出
》

▼�

ス
タ
ニ
ス
ワ
ヴ
・
ポ
ウ
ォ
ム
ス
キ
師

（
見
附
教
会
・
栃
尾
教
会
主
任
）
＝
神

言
修
道
会

▼�

松
本
勝
男
師
（
秋
田
教
会
主
任
）
＝
神

言
修
道
会

▼�

フ
ベ
ル
ト
・
ネ
ル
ス
カ
ン
プ
師
（
高
田

教
会
・
直
江
津
教
会
主
任
・
糸
魚
川
教

会
小
教
区
管
理
者
）
＝
フ
ラ
ン
シ
ス

コ
会

▼�

賡
橋
和
弘
師
（
柏
崎
教
会
・
直
江
津
教

会
・
高
田
教
会
協
力
）
＝
フ
ラ
ン
シ
ス

コ
会

■ 

司 

祭 

人 

事

第
11
回
宣
教
司
牧
評
議
会
開
催

�

新
潟
教
区
の
宣
教
司
牧
を
さ
ら
に
推
進
さ
せ
る
た
め
に
は

３
月
５
日
（
日
）
四
旬
節
第
一
主
日
、

菊
地
司
教
司
式
に
よ
り
新
潟
教
会
に
お
い

て
合
同
洗
礼
志
願
式
が
行
わ
れ
た
。
本
年

は
新
潟
教
会
、
花
園
教
会
、
青
山
教
会
か

ら
11
名
の
参
加
が
あ
っ
た
。
こ
の
日
は
四

旬
節
の
始
ま
り
の
日
で
も
あ
り
、
新
潟
教

会
も
教
会
共
同
体
と
し
て
志
願
者
と
と
も

に
信
仰
の
道
を
見
つ
め
直
す
よ
い
時
間
を

与
え
ら
れ
た
。

菊
地
司
教
は
説
教
で
、
ま
ず
教
皇
様
の

四
旬
節
メ
ッ
セ
ー
ジ
「
み
こ
と
ば
は
た
ま

も
の
、
他
の
人
々
は
た
ま
も
の
」
を
取
り

上
げ
ら
れ
「
教
皇
様
は
私
た
ち
に
、
神
の

み
言
葉
に
耳
を
傾
け
る
こ
と
の
重
要
さ
を

説
き
、
み
言
葉
に
耳
を
傾
け
る
こ
と
に

よ
っ
て
、
私
た
ち
の
隣
人
と
の
関
係
も
定

ま
っ
て
く
る
の
だ
と
強
調
さ
れ
て
い
る
。」

と
説
か
れ
、
さ
ら
に
「
洗
礼
志
願
式
が
四

旬
節
の
第
一
主
日
で
あ
る
理
由
」「
皆
さ

ん
に
洗
礼
志
願
式
に
集
ま
っ
て
も
ら
う
理

由
」「
な
ぜ
カ
テ
ド
ラ
ル
で
行
わ
れ
る
の

か
」
な
ど
、
詳
し
く
説
か
れ
た
。

終
わ
り
に
、「
教
会
共
同
体
の
皆
さ
ん

が
、
こ
の
四
旬

節
に
洗
礼
志
願

者
が
神
と
の
出

会
い
を
深
め
る

こ
と
を
祈
り
、

と
も
に
信
仰
を

振
り
返
り
、
自

ら
が
何
を
信
じ

て
い
る
の
か
、

ど
う
し
て
信
じ

て
い
る
の
か
、

そ
し
て
ど
の
よ

う
に
生
き
よ
う

と
し
て
い
る
の

か
、
一
緒
に

な
っ
て
深
め
て

も
ら
い
た
い
。」

と
結
ば
れ
た
。

合
同
洗
礼
志
願
式

　
　
　
＝
新
潟
司
教
座
聖
堂

・
２
０
１
８
年
７
月
１
日
（
日
）
列
福
十
周
年
記
念
殉
教
祭
開
催

　
　
　
　
　

会
場
：
山
形
県
米
沢
市

・
２
０
１
８
年
９
月
29
日
（
土
）
～
30
日
（
日
）
教
区
大
会
開
催

　
　
　
　
　

会
場
：�

秋
田
県
南
秋
田
郡
大
潟
村
北
１
─
３　

サ
ン
ル
ー
ラ
ル
大
潟

　
　

※�

詳
し
い
内
容
が
決
ま
り
ま
し
た
ら
、

　
　
　

あ
ら
た
め
て
お
知
ら
せ
い
た
し
ま
す
。

教
区
行
事
の
先
行
お
知
ら
せ
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５
月
７
日
（
日
）、
菊
地
司
教
様
が
山

形
教
会
を
公
式
訪
問
さ
れ
、
久
し
ぶ
り
の

司
教
司
式
の
ミ
サ
に
聖
堂
は
補
助
席
が
必

要
に
な
る
ほ
ど
の
信
徒
が
集
ま
り
、
共
に

祈
り
を
捧
げ
ま
し
た
。
ま
た
、
こ
の
日
は

堅
信
式
も
行
わ
れ
、
７
人
の
方
が
司
教
様

か
ら
「
堅
信
」
の
秘
跡
を
受
け
、
聖
霊
の

力
に
よ
っ
て
よ
り
強
固
な
キ
リ
ス
ト
者
と

な
る
こ
と
を
誓
い
、
福
音
宣
教
の
使
命
を

果
た
す
責
任
が
あ
る
こ
と
を
確
認
し
ま

し
た
。

ま
た
、
説
教
で
、
羊
飼
い
の
声
を
聞
き

分
け
、
そ
の
「
門
」
す
な
わ
ち
「
わ
た
し

（
イ
エ
ス
）
を
通
っ
て
入
る
者
は
救
わ
れ

る
」
と
の
福
音
箇
所
を
用
い
、
聖
書
の
時

代
と
は
違
い
、
現
代
に
お
い
て
は
イ
ン

タ
ー
ネ
ッ
ト
な
ど
の
普
及
に
よ
り
多
く
の

情
報
が
簡
単
に
手
に
入
る
反
面
、
様
々
な

雑
音
（
信
仰
の
妨
害
）
や
偽
り
の
情
報
の

中
か
ら
い
か
に
「
神
の
言
葉
」
を
聞
き
分

け
る
か
、
そ
の
難
し
さ
と
重
要
性
が
話
さ

れ
ま
し
た
。

地

区

便

り

菊
地
司
教
の
公
式
訪
問
で
堅
信
式

山形地区

2017年度地区別行事計画表

「糸魚川大規模火災支援金」のお礼と報告

新潟地区 新発田地区 長岡地区 山形地区 秋田地区
3月 ４日：地区信徒大会

　　　　　及び地区協総会
　　　会場：新潟教会

5月 21日：街頭募金運動
　　　　会場：市内

27～28日：中高生の集い
　　　28日：地区信徒大会
　　　　　　会場：妙高教会

　全体計画は５月地区協
　総会にて協議予定のた
　め未定。

6月 28～29日：�カトリック新潟
女性の会　軽井
沢巡礼

25日：地区信徒の集い
　　　会場：�土崎カトリック

こども園

7月 ９日：北山原殉教祭
　　　会場：米沢

15～17日：
　　　地区教会学校錬成会
　　　場所：まんたらめ

8月 ７～９日：小中学生夏の集い
　　　　会場：妙高　赤倉山荘
中旬：高校生・青年の集い

9月 ２日：信仰養成講座（１回目）
　　　会場：新潟教会
９日：信徒養成講座（２回目）
　会場：新潟教会

23日：�加茂教会50周年
記念行事

２～３日：十字架祭
　　　　　会場：後生掛温泉
10日：信仰養成講座
　　　 （１回目）
　　　　会場：秋田教会

10
月

８～９日：地区信徒大会
　　　会場：福島県内を予定
27日：�カトリック新潟女性

の会　講演会・総会

１日：地区信徒大会
　　　会場：新津教会

28日：地区婦人の集い
　　　　会場：直江津教会

29日：信仰養成講座
　　　 （２回目）
　　　　会場：秋田教会

昨年末より教区内外より、心温まる支援金をご送金頂き、心から
感謝御礼を申し上げます。
教区として３月31日までにご送金頂いた金額1,508,709円を、
糸魚川教会に送金致しました。糸魚川教会を通して被災地の為に使
わせて頂きます。

２月・３月にご送金頂いた個人・団体・教会関係・新潟教区各教会
〈敬称略〉
加茂白百合幼稚園・カトリック桜町教会・阪神カトリック女性の
会・白根教会・長井教会・新津教会・酒田教会・大舘教会・花園教
会・青山教会・土崎教会・新潟教会・亀田教会

� カトリック新潟教区司教　菊地　　功

………………………………………………………………………………

昨年12月22日強風にあおられて火が町を覆い、147棟が焼けた
大火から４ヵ月余り経過いたしました。
この度、新潟教区の教会、個人、団体、教会関係の方々、県外の
皆様に心温まる励ましとたくさんの支援金を頂き心から感謝御礼申
し上げます。集まった支援金はすべて当教会を通して糸魚川市へ
「お見舞金」としてお渡しいたしました。
糸魚川は今、復興に向けて歩み続けております。がれき撤去は既
に終了し「復興まちづくり計画」の策定が進んでおります。災害に
強くにぎわいのある町づくりが実現できるよう願っております。被
害者の皆様が笑顔で復興を迎える日が早く来ますように支え合いの
輪をしっかり結び頑張ってまいります。
皆様の上に主の祝福といつくしみが豊かに有りますように心から
お祈り申し上げます。感謝と祈りのうちに　

� カトリック糸魚川教会主任司祭　伊能　哲大
� 信徒会長　斎藤　政子
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2016年度 決算報告

2016年度　教区本部一般会計　収入額・支出額の内訳
（金額単位 ：1,000円）

支出項目 金額 構成 収入項目 金額 構成

司祭人件費 21,016 46% 司祭寄付金 19,708 36%

事務運営費 6,717 15% 司祭活動負担金 6,099 13%

職員人件費 6,453 14% 教区負担金（教区維持費） 10,612 23%

祭儀費、寄付金　等 5,516 12% 一般・特別寄付金　 5,328 11%

神学生養成費 4,287 9% 一粒会負担金 4,249 9%

その他の支出 1,711 4% 学校法人負担金 1,680 4%

献金収入 3,216 3%

その他の収入 3,934 1%

支　出　合　計 45,700 100% 収　入　合　計 54,826 100%

教
区
本
部
会
計
の
収
支
状
況

教
区
本
部
一
般
会
計
の
５
年
間
の
収
支
は
、
別
表
「
教
区
本
部
一
般
会
計
５
年
間
の
推

移
」
な
ら
び
に
グ
ラ
フ
の
と
お
り
で
す
。
２
０
１
６
年
度
の
収
支
額
は
９
１
２
万
円
の
黒

字
と
な
っ
て
い
ま
す
が
、
司
祭
人
件
費
等
収
支
額
と
一
粒
会
収
支
額
を
特
別
会
計
に
振
替

後
の
実
質
収
支
額
で
４
４
２
万
円
の
黒
字
に
な
り
ま
し
た
。
こ
の
要
因
は
長
年
使
用
さ
れ

て
い
な
か
っ
た
土
地
売
却
と
、
信
者
か
ら
の
大
口
寄
付
金
を
合
わ
せ
て
４
５
０
万
円
の
収

入
が
あ
っ
た
た
め
で
す
。

司
祭
寄
付
金
と
人
件
費
で
は
、
２
０
１
６
年
度
よ
り
チ
ャ
プ
レ
ン
制
度
の
導
入
に
よ

り
、
司
祭
か
ら
の
寄
付
金
が
、
２
９
０
万
円
ほ
ど
増
加
し
て
い
ま
す
。
一
粒
会
会
計
で
は
、

神
学
生
養
成
費
な
ら
び
に
入
学
金
の
支
出
が
昨
年
よ
り
多
く
な
り
、
単
年
度
で
９
万
ほ
ど

の
マ
イ
ナ
ス
と
な
り
ま
し
た
。
そ
の
他
の
収
支
額
は
前
年
並
み
で
推
移
し
て
い
ま
す
。

特
別
会
計
で
処
理
し
て
お
り
ま
す
「
一
粒
会
会
計
」、「
建
設
・
共
済
基
金
会
計
」、「
指

定
献
金
・
特
別
献
金
集
計
」
は
別
紙
の
と
お
り
で
す
。

以
上
が
２
０
１
６
年
度
の
決
算
状
況
で
す
が
、
信
徒
・
司
祭
の
高
齢
化
や
経
済
状
況
か

ら
今
後
も
厳
し
い
財
政
状
況
が
続
く
こ
と
が
予
想
さ
れ
ま
す
。
各
小
教
区
な
ら
び
教
区
の

財
政
は
信
徒
の
皆
様
か
ら
の
献
金
で
ま
か
な
っ
て
お
り
ま
す
。
教
区
本
部
と
し
て
財
政
基

盤
の
拡
充
に
向
け
て
検
討
し
て
い
か
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
が
、
引
き
続
き
信
徒
の
皆
様

か
ら
財
政
に
対
す
る
ご
理
解
と
ご
協
力
を
お
願
い
致
し
ま
す
。

2016年度　指定献金・特別献金集計表
（金額単位：1,000円）

項　　　　　　目 2016年度 2015年度
世界こども助け合いの日献金（児童福祉の日献金） 795 840
教区青少年の日献金 334 331
聖地のための献金 239 232
四旬節愛の献金 1,158 1,187
世界広報の日献金 307 326
聖ペトロ使徒座への献金 347 366
世界難民移住移動者の日献金 378 394
世界宣教の日献金 332 353
宣教地召命促進の日献金 387 356
ハバロフスク教会支援特別献金 0 392
糸魚川大規模火災支援金 110
その他 63

合　　　　計 4,450 4,777

2016年度　一粒会会計収支状況
（金額単位：1,000円）

項　　　　　　目 2016年度 2015年度

前年度繰越残高 42,018 38,753

一粒会費収入額　① 4,249 4,171
支
出
額

神学生養成費 4,223 1,600

錬成会等補助 114 192

支 出 額 計 ② 4,337 1,792

収支残高①−② −88 2,379

司祭育成の日献金教区組入額 287 256

受取利息等その他収入 395 630

次年度繰越残高 42,612 42,018

2016年度　建設・共済基金収支決算書
（金額単位 ：1,000円）

項　　　　目 2016年度 2015年度

収
入
額

小教区負担金 1,838 1,891

貸付金利息 92 493

受取利息・利金等 792 645

収入額計 2,722 3,029

支
出
額

会議費 90 0

事務委託費 150 150

支払手数料等雑費 1 1

支出額計 241 151

基
金
残
高

年度末貸付残高 77,241 64,621

年度末預貯金・債券残高 104,238 114,377

基金残高合計 181,479 178,998

糸魚川大規模火災支援金は糸魚川教会へ支援金として、 ３月31日までの金額1,508,709円（19
件の個人・団体・教会関係708,672円、教区内教会800,037円）を送金させて頂きました。ご協
力ありがとう御座いました。

2016年度の小教区会計、教区本部会計の決算ならびに教区統計に
ついて報告させていただきます。� （教区事務局長　大瀧浩一）

司
祭
人
件
費
に
充
当

｝
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新　潟　司　教　区　統　計
（２０１6年１２月３１日現在）

１．概　　　　　　　　況
（教区人口比：０.１7％）

面　　積 	  33,544.79km2	 信者総数 	  7,418人
人　　口 	  ４,408,590人	 求 道 者 	  56人

２．人　　員　　構　　成
司　　教 	  １	 聖霊奉侍布教修道女会　邦人（準会員含） 	 5
教区司祭　邦人 	  １4	 　　　　　　　　　　外国人 	  2
　　　　　外国人 	  １	 聖心の布教姉妹会　邦人 	  34
神言会員　邦人 	  5	 オタワ愛徳修道女会　邦人 	  2
　　　　　外国人 	  9	 聖クララ会　　　　邦人（志願者含） 	 11
フランシスコ会員　外国人 	  3	 聖マリア在俗会　　邦人 	  9　　　　　　　　　
邦人（修道士含む） 	  3	
イエズス・マリアの聖心会員　邦人 	  1	
　　　　　　　　　　　　　　外国人 	 １
他教区から派遣司祭　邦人 	  １
　　　　　　　　　　外国人 	  1	
神 学 生 	  1		

３．事　　　　　　　　業
小教区教会 	  ３0	 教育事業
分教会・巡回教会 	  ５	 　幼稚園 	  ２5
集会所 	  1	 　　園児数 	  ２,505
女子修道院 	  7	 　女子中学校 	  1
社会福祉事業		  　　生徒数 	  96
　老人ホーム 	  5	 　女子高等学校 	  ２
　 宿泊を伴う利用者数 	  ２61	 　　生徒数 	  763
　その他の老人福祉事業 	  １1	 　女子短期大学 	  ２
　 宿泊を伴う利用者数 	  140	 　　学生数 	  535
　 宿泊を伴わない（年間のべ人数） 	  39,815	 児童福祉事業
　その他の福祉事業 	  4	 　保育園 	  7
　 宿泊を伴う利用者数 	  32	 　 園児数（年間のべ人数） 	  156,605
　 宿泊を伴わない（年間のべ人数） 	  0	 　その他の児童福祉事業 	  １0
		  　 宿泊を伴う利用者数 	  162
		  　 宿泊を伴わない（年間のべ人数） 	  ２6,629

４．移　　　　　　　　動
	 転入	 転出	 死亡 	  68
教区内 	  17	  	  15	
教区外 	  22	  	  16	
その他 	  116	  	  20	

教　会　名 信徒数 洗　礼 堅　信
　　　　　注1

結　婚
　

求道者幼　児 成　人
1 新　　潟 739 7 6 4 6 
2 花　　園 355 1 2 
3 青　　山 245 1 1 1 
4 寺　　尾 166 2 4 2 1 2 
5 鳥 屋 野 60 
6 亀　　田 78 
7 白　　根 16 
8 佐　　渡 62 1 

新潟地区計 1,721 4 12 8 6 11 
11 新発田（村上） 279 1 2 2 1 
12 新津（村松） 157 
15 加　　茂 41 
16 三　　条 131 
17 見　　附 133 1 1 
18 栃　　尾 21 1 6 

新発田地区計 762 1 4 7 2 1 
21 長　　岡 398 1 4 
23 柏　　崎 394 5 9 9 
24 直 江 津 128 
25 糸 魚 川 163 7 
26 十 日 町 120 1 
27 高田（妙高） 845 3 3 8 2 6 

長岡地区計 2,048 4 9 17 2 26 
新潟県合計 4,531 9 25 32 10 38 

31 山形（新庄） 611 3 3 5 1 1 
32 酒　　田 49 2 
33 米沢（長井） 123 1 2 3 3 
34 鶴　　岡 200 2 1 1 

山形地区計 983 4 7 9 1 7 
41 注2　秋　　田 1,056 1 3 2 8 
42 土　　崎 362 1 1 1 1 2 
43 鹿　　角 28 1 
44 大　　館 69 
45 横手（上宿） 184 
46 能　　代 46 
47 本　　荘 55 

秋田地区計 1,800 2 4 3 1 11 
新潟教区計 7,314 15 36 44 12 56 

教役者・信徒
信者総数 7,418 ･･･教役者数104名＋一般信徒7,314名

注1．結婚：信者同士、信者と他キリ、信者と非キリのみ。
注2．秋田教会には、聖体奉仕会シスターの人数（22名）が含まれています。

小
教
区
会
計
の
収
支
状
況

小
教
区
会
計
の
収
支
状
況
は
、
各
小

教
区
か
ら
決
算
報
告
書
を
頂
き
、
そ
の

内
容
を
合
算
集
計
し
た
も
の
で
す
。
一

般
会
計
で
は
、
収
入
合
計
額
か
ら
支
出

合
計
額
を
引
い
た
収
支
状
況
は
マ
イ
ナ

ス
７
２
８
万
円
と
な
り
ま
し
た
。
こ
の

収
支
合
計
額
に
は
建
物
の
建
築
費
や
器

具
備
品
の
購
入
や
特
別
会
計
と
の
資
金

の
振
替
等
の
財
務
収
支
額
が
含
ま
れ
て

い
ま
す
が
、
財
務
収
支
額
を
除
い
て
経

常
収
支
額
で
も
マ
イ
ナ
ス
２
７
４
万
円

と
な
り
ま
す
。
こ
の
要
因
は
、
献
金
収

入
が
前
年
比
４
０
０
万
ほ
ど
減
少
し
、

建
物
の
改
築
補
修
で
前
年
比
１
、７
８
０

万
円
ほ
ど
増
加
し
て
い
る
た
め
で
す
。

次
期
繰
越
金
は
一
般
会
計
で
８
、７
２
４

万
円
、
建
設
積
立
等
の
特
別
会
計
で
３

億
７
４
３
万
円
と
な
っ
て
い
ま
す
。

２
０
１
６
年
度
の
決
算
状
況
な
ら
び

に
一
般
会
計
の
経
常
収
支
額
の
推
移
は

別
表
「
小
教
区
一
般
会
計
収
支
決
算

書
」
な
ら
び
に
「
小
教
区
経
常
収
入
・

支
出
額
５
年
間
の
推
移
」
の
と
お
り

で
す
。

2016年度　小教区一般会計収支決算書
（金額単位 ： 1,000円）

項　　　　　　目 2016年度決算 2015年度決算 増減額
献金収入 81,133 85,185 −4,052
　教会維持費収入 43,790 45,895 −2,105
　ミサ献金収入 21,502 21,713 −211
　一般・臨時献金収入 6,389 6,359 30
　祭儀献金収入 5,710 5,709 1
　司祭活動献金収入 3,742 5,509 −1,767
指定献金収入 4,950 5,174 −224
一粒会献金収入 4,096 4,188 -92
寄付金収入 29,361 24,552 4,809
事業収入 1,200 1,216 −16
その他の経常収入 5,117 3,542 1,575

経 常 収 入 計 125,857 123,857 2,000
財務収入 19,196 8,052 11,144

収　入　合　計 145,053 131,909 13,144
宗教活動費 47,323 46,090 1,233
指定献金支出 4,694 4,981 −287
一粒会献金支出 4,074 4,118 −44
事務運営費 30,908 33,060 −2,152
人件費 6,202 8,119 −1,917
維持管理費 33,902 16,127 17,775
事業支出 281 209 72
その他の経常支出 1,214 1,735 −521

経 常 支 出 計 128,598 114,439 14,159
財務支出 23,738 18,595 5,143

支　出　合　計 152,336 133,034 19,302
収　支　差　額 −7,283 −1,125 −6,158
次 期 繰 越 金 87,243 94,526 −7,283
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２
０
１
１
年
３
月
11
日
の
東
日
本
大
震
災

発
生
か
ら
、
今
年
３
月
で
６
年
が
経
過
、
７

年
目
に
入
り
ま
し
た
。
被
災
地
で
は
、
大
き

な
津
波
被
害
を
受
け
た
沿
岸
部
の
土
地
の
か

さ
上
げ
工
事
や
イ
ン
フ
ラ
復
旧
・
整
備
に
向

け
て
の
大
規
模
な
事
業
が
進
め
ら
れ
て
い
る

一
方
で
、
ま
だ
ま
だ
手
付
か
ず
の
地
域
も
あ

り
、
被
災
さ
れ
た
方
々
の
間
に
も
状
況
に
ば

ら
つ
き
が
み
ら
れ
ま
す
。

ご
存
知
の
よ
う
に
、
カ
ト
リ
ッ
ク
教
会
は

震
災
発
生
直
後
か
ら
仙
台
教
区
の
平
賀
徹
夫

司
教
を
主
体
と
し
、
教
会
管
区
ご
と
に
仙
台

教
区
を
側
面
か
ら
支
援
す
る
形
で
、
日
本
の

教
会
を
挙
げ
て
被
災
者
の
支
援
に
あ
た
っ
て

き
ま
し
た
。
被
災
地
の
復
旧
・
復
興
事
業
が

長
期
化
す
る
一
方
で
、
救
援
の
た
め
に
被
災

地
に
入
っ
て
い
た
他
の
多
く
の
団
体
が
時
の

経
過
と
と
も
に
撤
退
す
る
中
に
あ
っ
て
、
教

会
は
現
在
も
宮
古
、
大
船
渡
、
釜
石
、
石
巻
、

米
川
（
南
三
陸
）、
南
相
馬
、
い
わ
き
の
各

地
に
ベ
ー
ス
を
設
け
、
被
災
者
に
寄
り
添
い

「
と
も
に
歩
む
」
活
動
を
続
け
て
い
ま
す
。

新
潟
教
区
に
あ
っ
て
は
、
教
区
の
地
理
的

条
件
を
考
慮
し
、
新
潟
に
セ
ン
タ
ー
を
設
け

ず
、
秋
田
、
山
形
、
新
発
田
、
新
潟
、
長
岡

の
各
地
区
で
可
能
な
支
援
を
迅
速
に
行
う
よ

う
に
お
願
い
し
て
き
ま
し
た
。

こ
の
た
び
も
２
０
１
６
年
度
に
教
区
内
各

教
会
が
ど
の
よ
う
に
被
災
地
支
援
を
行
っ
た

か
を
お
聞
き
し
、
ご
報
告
の
あ
っ
た
教
会
等

の
活
動
状
況
を
取
り
ま
と
め
ま
し
た
。
そ
れ

ぞ
れ
の
地
区
、
あ
る
い
は
教
会
の
取
り
組
み

を
相
互
に
知
る
こ
と
に
よ
っ
て
今
後
の
支
援

活
動
の
参
考
に
し
て
い
た
だ
け
れ
ば
幸
い
で

す
。
な
お
、
昨
年
４
月
16
日
、
17
日
に
発
生

し
た
熊
本
地
震
被
災
地
へ
の
支
援
状
況
を
報

告
し
て
く
だ
さ
っ
た
小
教
区
も
あ
る
こ
と
か

ら
、
こ
れ
に
つ
い
て
も
併
せ
て
お
知
ら
せ
し

ま
す
。

支
援
活
動
の
概
況

２
０
１
６
年
度
に
つ
い
て
は
、
小
教
区

（
11
）、
奉
献
生
活
の
会
（
２
）、
そ
の
他
の

団
体
（
１
）
の
計
14
団
体
か
ら
ご
報
告
を
い

た
だ
き
ま
し
た
。
地
区
別
で
は
、
山
形
地
区

（
２
）、新
発
田
地
区（
３
）、新
潟
地
区（
６
）、

長
岡
地
区
（
３
）
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。

全
般
的
な
傾
向
と
し
て
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の

地
区
の
実
情
を
反
映
し
た
も
の
と
な
っ
て
お

り
、
地
区
ご
と
に
特
徴
が
み
ら
れ
る
よ
う
に

な
っ
て
き
ま
し
た
。
支
援
先
の
選
定
や
支
援

の
内
容
に
つ
い
て
は
、
数
年
に
わ
た
り
継
続

的
な
支
援
を
し
て
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。

２
０
１
６
年
度
の
支
援
活
動
に
つ
い
て
、

地
区
ご
と
に
別
表
１
～
４
に
示
し
ま
す
。

個
別
の
活
動
状
況

山
形
地
区
は
福
島
市
か
ら
約
45
分
と
い
う

こ
と
か
ら
、
米
沢
市
や
そ
の
周
辺
地
域
に
は

福
島
県
か
ら
の
避
難
者
が
３
、
０
０
０
人
近

く
お
ら
れ
る
と
の
こ
と
で
、
山
形
教
会
で
は

麹
町
教
会
（
東
京
）
の
信
徒
が
中
心
と
な
っ

て
い
る
「
き
ら
き
ら
星
ネ
ッ
ト
」
の
活
動
の

た
め
に
会
場
を
提
供
し
て
い
る
と
の
こ
と

で
す
。

新
発
田
地
区
か
ら
は
継
続
的
な
祈
り
（
三

条
教
会
、
加
茂
教
会
）
と
N
P
O
法
人
「
福

島
や
さ
い
畑
～
復
興
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」（
以

下
、「
福
島
や
さ
い
畑
」）
が
取
り
扱
う
農
産

品
お
よ
び
加
工
品
購
入
（
新
津
教
会
）
が
報

告
さ
れ
ま
し
た
。
な
お
三
条
、
加
茂
の
両
小

教
区
で
は
、「
東
日
本
大
震
災
の
た
め
の
祈

り
」
を
捧
げ
る
と
と
も
に
、
熊
本
地
震
や
糸

魚
川
大
規
模
火
災
な
ど
で
苦
し
む
方
々
の
こ

と
も
思
い
起
こ
す
よ
う
に
し
て
い
る
と
の
こ

と
で
す
。

新
潟
地
区
で
は
、
地
区
信
徒
使
徒
職
協
議

会
が
主
催
す
る
被
災
地
支
援
関
連
行
事
へ
の

協
力
や
教
会
バ
ザ
ー
で
の
被
災
地
産
品
販

売
・
献
金
、
ま
た
有
志
（
グ
ル
ー
プ
・
個
人
）

に
よ
る
活
動
も
多
く
報
告
さ
れ
ま
し
た
。
支

援
先
と
し
て
は
「
福
島
や
さ
い
畑
」
が
多
く

選
ば
れ
て
い
ま
す
。

な
お
新
潟
教
会
で
は
、
ミ
ニ
バ
ザ
ー
で
上

越
の
聖
ク
ラ
ラ
会
修
道
院
か
ら
ク
ッ
キ
ー
を

仕
入
れ
て
販
売
す
る
に
あ
た
り
、
同
修
道
院

の
シ
ス
タ
ー
か
ら
（
観
想
修
道
院
で
あ
る
た

め
）
自
分
た
ち
は
直
接
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
に
は

行
け
な
い
け
れ
ど
、
こ
の
よ
う
な
形
で
被
災

地
の
た
め
に
な
る
な
ら
嬉
し
い
、
と
の
お
話

が
あ
っ
た
そ
う
で
す
。

長
岡
地
区
で
は
、
継
続
し
た
支
援
で
あ
り

な
が
ら
も
、
支
援
方
法
な
ど
に
つ
い
て
は
見

直
し
を
し
た
り
、
現
地
の
様
子
を
確
認
し
た

り
し
て
い
る
こ
と
が
報
告
さ
れ
て
い
ま
す
。

こ
の
ほ
か
に
も
、
報
告
は
さ
れ
ま
せ
ん
で

し
た
が
支
援
活
動
を
し
て
い
る
小
教
区
や
グ

ル
ー
プ
等
が
あ
ろ
う
か
と
思
い
ま
す
。
ご
協

力
に
感
謝
い
た
し
ま
す
。

熊
本
地
震
へ
の
対
応
に
つ
い
て

２
０
１
６
年
４
月
に
発
生
し
た
熊
本
地
震

に
際
し
て
は
、
新
潟
地
区
信
徒
使
徒
職
協
議

会
が
毎
年
５
月
に
花
園
・
鳥
屋
野
、
青
山
、

新
潟
、
寺
尾
の
各
教
会
な
ら
び
に
亀
田
教
会

が
施
し
て
い
る
「
愛
の
街
頭
募
金
（
２
０
１
６

年
は
５
月
22
日
実
施
）
を
熊
本
地
震
救
援
募

金
と
し
て
実
施
し
た
と
の
こ
と
で
す
。

ま
た
、
寺
尾
教
会
が
福
岡
教
区
に
対
し
ま

と
ま
っ
た
金
額
を
被
災
者
支
援
の
た
め
に
拠

出
し
た
こ
と
が
報
告
さ
れ
ま
し
た
。

新
潟
教
会
か
ら
は

・
４
～
５
月
の
各
主
日
に
熊
本
地
震
支
援
の

た
め
の
献
金
箱
を
設
置

・
日
曜
日
ミ
サ
後
の
有
志
に
よ
る
コ
ー
ヒ
ー

と
ス
イ
ー
ツ
販
売
の
収
益
を
福
岡
教
区
に

送
金
と
報
告
さ
れ
て
い
ま
す
。

２
０
１
７
年
度
に
向
け
て

司
教
団
は
２
０
１
６
年
12
月
臨
時
司
教
総

会
で
、
日
本
の
教
会
が
全
体
と
し
て
東
日
本

大
震
災
の
復
興
支
援
に
当
た
る
体
制
を
、

２
０
２
１
年
３
月
ま
で
間
継
続
す
る
こ
と
を

決
定
し
ま
し
た
。

東
日
本
大
震
災
か
ら
７
年
目
に
入
っ
て
い

ま
す
が
、
復
旧
・
復
興
の
進
捗
状
況
に
は
大

き
な
ば
ら
つ
き
が
あ
り
、
い
ま
だ
に
手
つ
か

ず
と
言
っ
て
も
過
言
で
な
い
と
こ
ろ
も
あ
り

ま
す
。
原
発
事
故
の
影
響
は
言
う
に
及
ば

ず
、
復
興
が
進
ん
で
い
る
と
い
わ
れ
る
岩

手
・
宮
城
両
県
沿
岸
部
に
あ
っ
て
も
、
人
々

の
努
力
に
も
か
か
わ
ら
ず
全
体
的
に
は
あ
ま

り
進
ん
で
い
な
い
の
が
現
状
で
す
。
そ
し

て
、
そ
の
し
わ
寄
せ
が
経
済
的
に
恵
ま
れ
な

い
世
帯
や
高
齢
者
に
及
ん
で
い
る
と
い
い

ま
す
。

引
き
続
き
、
祈
り
と
共
に
被
災
地
支
援
活

動
へ
の
ご
理
解
と
ご
協
力
を
お
願
い
い
た
し

ま
す
。

な
お
支
援
活
動
に
あ
た
っ
て
は
、
教
区
担

当
者
に
も
ご
一
報
い
た
だ
け
れ
ば
幸
甚
で
す
。

【
連
絡
先
】　

新
潟
司
教
館
気
付

�

町
田　

正 

神
父

　

Ｆ
Ａ
Ｘ
：
０
２
５
─
２
２
２
─
７
４
６
７

　

Ｅ
メ
ー
ル
：nig-cur@

ecatv.hom
e.ne.jp

２
０
１
６
年
度

　
東
日
本
大
震
災
復
興
支
援
活
動
状
況

別表１　山形地区
活動主体 区　分 実施日 活動内容 備　考

山形教会
寄付・献金 毎月 ・�NPO法人「福島やさい畑」の運営支援のため

に毎月募金活動

活動協力 ２月・６月 ・�NPO法人「きらきら星ネット」（東京）の活動
のために会場提供

オタワ愛徳修道女会

物品購入 ・被災地の食品購入の支援 主に宮城県

活動協力・支援 ・「きらきら星ネット」の活動への協力と支援金 ・�米沢市在住の福島県からの自主避難者のクリ
スマス会に参加し交流。

寄付 ・福島の野菜畑寄付支援

祈り ・�「東日本大震災被災者のための祈りⅡ」を共同
体として毎日祈り合う。

被災地訪問
・�小教区内のアソシエ会員が宮城県気仙沼市の
アソシエ会員と一緒に行い、状況の分かち合
い等を行った。
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別表２　新発田地区
活動主体 区　分 実施日 活動内容 備　考

三条・加茂教会 祈り 主日ミサ後 ・�「東日本大震災被災者のための祈りⅡ」を全員
で継続して祈り続けている。

・�熊本地震や糸魚川大火の被災地で苦しむ人々の
ことも想起。

新津教会 物品購入 NPO法人「福島やさい畑」より商品購入 ・婦人会の活動

別表４　長岡地区

別表３　新潟地区
活動主体 区　分 実施日 活動内容 備　考

青山教会 福島県産品販売 10／２（日） ・�バザーで果物を中心とした福島県産の農産物
を販売。 ・委託販売

亀田教会
祈り 各主日 ・東日本大震災被災者のための祈り

福島県産品販売 10／２（日） ・�教会バザーでのNPO法人「福島やさい畑」か
らの委託販売。

寺尾教会

寄付

・�定例の教会バザーの収益の75％をカリタス
ジャパンを通じて送金。送金 残り25％は福岡教区へ寄付

随時
・�嗜好品（ワイン）の共同購入を行い、代金 に
寄付金を含めて販売。上乗せ額をカリタス
ジャパンを通じて送金。

参加による協力 ・�新潟市内の教会で行った「福島やさい畑」の企
画に参加し信徒に紹介、購入方を働き掛けた。

祈り 各主日 ・�ミサの派遣の祝福の前に「東日本大震災被災
者のための祈り」を一同で唱えている。

啓発 常時 ・東日本大震災被災地の地図を掲示

新潟教会

福島県産品販
売・交流・啓発 ９／24（土）

・福島支援の苦宴会と復興市開催
・講演会講師
　漆原比呂志氏（CTVC事務局長）
　畠中　千秋氏（カリタス原町ベース長）
　湯野川政弘氏（ハートウェッジ福島代表）

・新潟地区信徒使徒職協議会主催

啓発 常時 ・�新潟教会談話室に「被災地支援ニュースコー
ナー」を設置。 ・前年より継続

寄付

11／13（日）
９時半ミサ後
12／４（日）
英語ミサ後

・�２回のミニバザー収益金を南相馬市の仮設住
宅集会所「眞こころ」へ寄付

各主日
（9：30ミサ後）

・�「コーヒーコーナー」を開催してコーヒーとス
イーツ販売、収益はカリタスジャパン（東日
本大震災）と福岡教区へ

・信徒有志の活動

活動支援 年間
・�綿の花を苗から育てて摘み、復興支援活動を
している「亀田縞応援隊」（教会外）に届ける
活動を継続

現地ボランティア 11／４～６ ・�青年会のメンバー4名がカリタス米川ベースで
ボランティアに参加した。

花園・鳥屋野教会
祈り

主日 ・�主日ミサ後に「東日本大震災被災者のための
祈りⅡ」を参列者一同で祈っている。

炊事 ・被災者のための祈り 有志
水産物購入 ・被災地経由で秋刀魚を購入 個人
活動支援 ・福島県在住の児童の保養を支援 個人

新潟からし種の会 献金 年間 ・�NPO法人「福島やさい畑～復興プロジェクト」
の活動支援（一口500円）

会員数36名
（内訳）　新潟　　24
　　　　寺尾　　 8
　　　　青山　　 3
　　　　教会外　 1� （2016年12月現在）

活動主体 区　分 実施日 活動内容 備　考

柏崎教会

活動支援 ・�ひまわりの花を育てて種を採り、ひまわり湯を
作る活動を継続 ・信徒20世帯が協力

祈り 随時 ・継続した祈り ・グループで実践

被災地訪問
春と秋 ・�看護師が年２階被災地を訪問し、被災地の状況

を信徒つ伝えている。

随時 ・�信徒が個人的に被災地を訪問、復興支援に関
わった「その後」の状況を見て回って確認。

高田教会 献金

４／ ・�復活祭ミニバザーでコーヒー券の売り上げを献金
５月
８月
11月

・墓地ミサでの祈りと献金

10月 ・献茶会でのお茶券の売上と献金
随時 ・個人からの献金は随時受付

長岡教会
物品支援 年２回 ・�「大熊町自閉症児親の会スマイル」に毎年復活

祭・クリスマスの頃にお菓子や果物を送っている。
物品購入 ・東松島市で制作した「アクリルたわし」の購入
祈り ・「東日本大震災被災者のための祈り」を祈っている。


